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第
17
回
済
生
会
共
同
治
験
実
務
者

研
修
会
が
3
月
11
日
、
東
京
・
済
生

会
本
部
で
開
か
れ
、
本
会
病
院
担
当

者
や
治
験
支
援
企
業
ら
47
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
治
験
環
境
の
大
き
な
変
化
に

　
対
応
す
る
た
め
に

　

済
生
会
で
は
毎
年
、
共
同
治
験
実

務
者
研
修
会
を
開
催
し
、
病
院
担
当

者
に
対
し
て
治
験
に
関
連
す
る
法
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
や
本
会
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
周
知
す
る
こ
と
で
、
被

験
者
の
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
質

の
高
い
治
験
を
行
な
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、「
日
本
の

抱
え
る
医
薬
品
開
発
の
課
題
か
ら
考

え
る
治
験
環
境
の
変
化
」
を
テ
ー
マ

に
厚
生
労
働
省
・
医
薬
品
審
査
管
理

課
の
松
下
俊
介
審
査
調
整
官
と
、
福

島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
の
稲
野

彰
洋
特
任
教
授
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
ド
ラ
ッ
グ
ロ
ス
解
消
と

　
質
の
向
上
を
目
指
し
て

　

松
下
氏
は
「
今
後
の
規
制
改
正
に

つ
い
て
（
日
本
の
現
状
と
取
り
組

む
べ
き
課
題
）」
と
題
し
、
日
本
の

治
験
環
境
が
抱
え
る
課
題
と
規
制
改

革
の
方
向
性
を
説
明
。
日
本
で
は
欧

米
と
比
べ
て
新
薬
承
認
数
が
少
な
く
、

治
験
届
が
激
減
し
て
お
り
、
そ
の
原

因
が
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
と
異
な
る
方

法
や
コ
ス
ト
高
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

人
口
減
少
や
将
来
の
労
働
力
不
足
等

の
別
の
課
題
も
含
め
改
革
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
提
示
し
ま
し
た
。
現
行

の
規
制
に
対
し
、
日
本
国
内
複
数
の

病
院
で
実
施
す
る
治
験
を
一
つ
の
審

査
機
関
が
ま
と
め
て
被
験
者
の
人
権

や
安
全
性
を
審
査
す
る
「
シ
ン
グ
ル

Ｉ
Ｒ
Ｂ
の
原
則
化
」、
自
宅
や
通
い

慣
れ
た
病
院
で
治
験
に
参
加
す
る
方

法
「
Ｄ
Ｃ
Ｔ
（
分
散
型
臨
床
試
験
）

の
運
用
整
理
」、「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（
治
験
施

設
支
援
機
関
）へ
の
監
督
権
限
強
化
」

の
3
点
を
中
心
に
規
制
改
革
が
検
討

さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

　
倫
理
審
査
の
枠
を
超
え
て

　
済
生
会
H
R
P
P
策
定
を
提
言

　

続
く
稲
野
氏
は
「
米
国
と
ア
ジ
ア

諸
国
の
被
験
者
保
護
」
と
題
し
、
米

国
や
東
ア
ジ
ア
の
被
験
者
保
護
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
）
や
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の

松下氏

「シングル IRB」への移行と
治験環境の変革を議論
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め
の
連
絡
手
段
・
ル
ー
ル
で
あ
る
」

こ
と
を
踏
ま
え
、
済
生
会
中
央
Ｉ
Ｒ

Ｂ
を
生
か
し
な
が
ら
、
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
を

策
定
す
る
重
要
性
が
説
か
れ
ま
し
た
。

　
I
R
B
と
S
O
P
の

　
統
一
に
向
け
て

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

松
下
氏
、
稲
野
氏
、
済
生
会
共
同
治

験
推
進
専
門
小
委
員
会
・
宮
岡
弘
明

委
員
長
と
筆
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務

め
、
宮
岡
氏
は
「
制
度
改
正
に
備
え

て
法
人
と
し
て
一
括
審
査
す
る
済
生

会
中
央
Ｉ
Ｒ
Ｂ
へ
早
め
に
移
行
す
べ

き
」と
強
調
し
ま
し
た
。
筆
者
が「
済

生
会
全
体
で
の
治
験
実
績
と
動
向
」

を
報
告
し
、
同
委
員
会
で
統
一
標
準

業
務
手
順
書
（
Ｓ
Ｏ
Ｐ
）
の
導
入
が

承
認
さ
れ
た
こ
と
も
発
表
。

　

ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
「
治
験
環
境
の
変
化
に
済
生
会
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と　

残
す
べ

き
レ
ガ
シ
ー
と
変
え
る
べ
き
レ
ガ
シ

ー
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
が
行
な
わ
れ
、

Ｉ
Ｒ
Ｂ
統
一
に
向
け
た
課
題
や
人
事

交
流
の
広
が
り
に
期
待
す
る
声
な
ど
、

今
後
の
活
動
へ
の
前
向
き
な
意
見
が

多
数
挙
が
り
ま
し
た
。

認
証
機
構
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
大

阪
大
学
の
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
を
紹
介
。
本
邦

に
お
け
る
Ｈ
Ｒ
Ｐ
Ｐ
や
Ｉ
Ｒ
Ｂ
の
国

際
認
証
を
得
て
い
る
機
関
は
少
な
く
、

被
験
者
保
護
や
倫
理
に
対
す
る
制
度

設
計
は
遅
れ
て
お
り
、
海
外
勢
と
対

等
に
な
る
に
は
国
際
的
な
認
証
の
取

得
を
増
や
す
べ
き
と
示
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
「
臨
床
研
究
の
倫

理
審
査
の
枠
を
超
え
る
」「
被
験
者

の
安
全
性
や
研
究
公
正
に
貢
献
で
き

る
全
て
の
活
動
を
含
め
る
」「
被
験

者
保
護
を
実
現
す
る
共
同
作
業
の
た

稲野氏

炭谷茂理事長が済生会共同治験事業の成
り立ちや重要性を説明。臨床能力の向上や
患者への貢献、診療報酬によらない収入源
として病院経営の一助にしてほしいと訴
えた

左から筆者、宮岡氏、稲野氏、松下氏。パネルディスカッションでは「シングル IRB」への関心が高く、多くの質問と議論が集中した

グループ協議

松原了理事が治験に関する法改正の実行
性を話し、シングル IRB移行への対応を求
めた
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